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Abstract: 和菓子は五感の芸術であると言われている．また同じ植物，同じ風景を題材にした和菓子であっても，使
用した材料や製作する職人によってさまざまな表現が存在する．しかし，和菓子において独創的かつ分かり易いデ
ザインを新たに考案することは容易ではないと考えられる．Generative Adversarial Networks(GAN)は 2014 年に Ian 
J. Goodfellow によって考案された，生成モデルを訓練させるためのモデリング手法である．GAN は Generator と
Discriminator を競争させながら互いに学習させることで訓練データに近いデータを生成できるようになる．近年 GAN
を用いた Deep Learning による画像生成はさまざまな分野において行われている．GAN を用いることで，和菓子の
デザインを考案することができると考えられる．そこで本研究では，GAN を用いた和菓子の画像生成について検討
する． 

 

1 はじめに 

 和菓子は植物や動物，風景を題材にしたものが多く，

その和菓子から四季を感じることができる．和菓子の

デザインは同じ題材の和菓子であっても材料や製作

する職人によってさまざまな表現が存在する．しかし，

新たに和菓子のデザインを考案することは容易では

ない．そこで，和菓子のデザインを Generative 

Adversarial Networks(GAN)を用いて考案することでデ

ザインのマンネリ化を防ぎ，人間には思いつかない新

たなデザインの和菓子も生成できるようになる．GAN

は 2014 年に Ian J. Goodfellow によって考案された，生

成モデルを訓練させるためのモデリング手法である

[1]．GAN は画像データセットを学習することで

Generator と Discriminator を競争させながら互いに学

習し，訓練データに近いデータを生成できるようにな

る．そこで，本研究では Semantically Decomposed 

GAN(SD-GAN)を用いて和菓子の画像を生成する手法

について検討する． 

 

2 Semantically Decomposed GAN 
Semantically Decomposed GAN (SD-GAN)は 2018

年にカリフォルニア大学の Chris Donahue らが発表した

GAN をベースとした画像生成技術である[2]．Siamese  

 

Network を用いることで 1 つの被写体のライティング，ポ

ーズなどの異なる複数の画像を生成することができ，新し

い被写体の画像を生成することもできる． 

 

3 MS-SSIM 
Structural similarity(SSIM)は画像評価指標の一つで

あり，2 つの画像間の類似性を測定するために使用さ

れる[3]．SSIM は画像内の小領域ごとに算出される．

SSIM を画像全体で算出するものが multi-scale 

structural similarity(MS-SSIM)である[3]．画像の全体的

な品質を測定することができる． 

  

 

 

図 1: Semantically Decomposed GAN 
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4 提案手法 

本研究では，和菓子の画像データセットを用いて

SD-GAN を学習し，和菓子画像を生成する．2 種類の

方法でデータセットを分類することで，SD-GAN を使

用して和菓子画像を生成するのに適切な分類方法を

検討する． 

 

5 実験 

5.1 実験概要 
 和菓子画像 11052 枚のデータセットを用いて SD-

GAN を学習させる．使用したデータセットは 27 種

類の題材の和菓子画像のデータセットである．2 種類

の方法でデータセットの分類を行う．方法 1 の分類

方法は題材ごとに 27 種類に分類し，1 グループあた

りの平均画像枚数は約 400 枚である．方法 2 の分類

方法は一つの題材内で材料や形状により細分化し，1

グループあたりの平均画像枚数は約 8 枚である． 

また，CNN と MS-SSIM を用いて生成画像の評価

を行う．生成画像 1000 枚を，和菓子画像を学習した

CNN によって評価し正解率を算出する．生成画像

1000 枚から無作為に選択した 2 枚の画像対 100 対の

画像間の MS-SSIM を測定し，平均した値によって多

様性を評価する． 

5.2 実験結果 

 方法 1 のデータセットの分類による SD-GAN の生

成画像例を図 2 に示す．方法 2 のデータセットの分類

による SD-GAN の生成画像例を図 3 に示す．CNN に

よる生成画像の和菓子判別率を表 1 に示す．MS-SSIM

による生成画像の多様性評価結果を表 2 に示す．CNN

による和菓子判別率は方法 2 が 14.4 ポイント高いが，

逆に MS-SSIM の値は 0.04 ポイント悪化した． 

 

  
図 2: 方法 1 

 
図 3: 方法 2 

 

表 1: 和菓子判別率 

 正解率[%] 
方法 1 81.9 

方法 2 96.3 

 

表 2: MS-SSIM 

 MS-SSIM 
方法 1 0.36 

方法 2 0.40 

 

6 まとめ 

本稿では SD-GAN を用いた和菓子画像の生成を行

った．データセットを細分化することで，和菓子判

別率は上昇したが多様性評価である MS-SSIM は悪化

した．和菓子画像生成に最適な GAN の検討を行いた

い． 
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